
故事成語テスト①【意味えらび】
故事成語の意味を、4つの中から選ぼう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「故事成語テスト」のプリント一覧がひらきます

故事成語の意味として正しいものを、ア〜エから一つずつ選びましょう。

選んだ記号を、左の□に書きましょう。

(1) 「塞翁
さいおう

が馬」の意味はどれですか？
ア 一度の失敗で全てを諦

あきら

めてはいけない イ 馬に乗る時は慎重
しんちょう

に行動すべきだ

ウ 遠くへ行くほど良い経験ができる エ 人生の幸・不幸は予測できず、変化しやすいも

のだ

(2) 「圧巻
あっかん

」の意味はどれですか？
ア 初めに読む人を引きつけるための、導入の部分 イ 全体の中で、最もすぐれた部分

ウ 長い文章や話の最後に置かれる、結びの部分 エ 全体の中で、最も目立たず評価の低い部分

(3) 「怒髪天
どはつてん

を衝
つ

く」の意味はどれですか？
ア 思いが強すぎて、周りが見えなくなっているようす

のたとえ

イ 恐
おそ

ろしさのあまり、かみの毛が白くなるようすのた

とえ

ウ 非常に高い地位にのぼりつめたようすのたとえ エ 激怒
げきど

しているようすのたとえ

(4) 「人事を尽
つ

くして天命を待つ」の意味はどれですか？
ア 運命を信じて、努力をせずに待つこと イ 神様にお願いをすれば、努力しなくても成功する

こと

ウ 自分ができる限りの努力をした上で、あとは運命

に任せること

エ 努力をすれば、必ず自分の思い通りになること

(5) 「断腸
だんちょう

の思い」の意味はどれですか？
ア 長い間待ち望んだことがかなって、心が満たされ

る思い

イ 思い切った決断をして、きっぱり未練を断ち切る

思い

ウ はらわたがちぎれるほどの、悲しくいたましい

思い

エ 怒
いか

りをおさえきれず、腹
はら

が立ってたまらないという

思い

(6) 「登竜門
とうりゅうもん

」の意味はどれですか？
ア 努力をしなくても、運よく高い地位を手に入れる

こと

イ そこを突破
とっぱ

すれば出世につながる、難
むずか

しい関門

のたとえ

ウ 高い地位にある人にこびて、引き立ててもらおう

とすること

エ 苦しい立場に追い込
こ

まれても、最後まであきらめ

ないこと

(7) 「烏合
うごう

の衆
しゅう

」の意味はどれですか？
ア 高いこころざしをもって、各地から集まった優

すぐ

れ

た人材のこと

イ 規律
きりつ

も統一もなく、ただ寄り集まっているだけの

人々のたとえ

ウ 何度負けても、あきらめずに立ち向かってくる粘
ねば

り強い人々のこと

エ 少人数でも、たがいに強く結びついて行動する

精鋭
せいえい

の集団のこと



故事成語テスト①【意味えらび】【こたえ】
故事成語の意味を、4つの中から選ぼう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

故事成語の意味として正しいものを、ア〜エから一つずつ選びましょう。

選んだ記号を、左の□に書きましょう。

(1) 「塞翁
さいおう

が馬」

エ 「塞翁
さいおう

が馬」は「人生の幸・不幸は予測できず、変化しやすいものだ」という意味です。

(2) 「圧巻
あっかん

」

イ
「圧巻

あっかん

」は「全体の中で、最もすぐれた部分」という意味です。もとは中国で、詩文や絵画の書物の中で最もす

ぐれているものを指したことばです。

(3) 「怒髪天
どはつてん

を衝
つ

く」

エ
「怒髪天

どはつてん

を衝
つ

く」は「激怒
げきど

しているようすのたとえ」という意味です。『史記』の藺相如伝
りんしょうじょでん

にある、怒
いか

りで髪
かみ

が

冠
かんむり

を突
つ

き上げたという話がもとです。

(4) 「人事を尽
つ

くして天命を待つ」

ウ
「人事を尽

つ

くして天命を待つ」は「自分ができる限りの努力をした上で、あとは運命に任せること」という意味

です。

(5) 「断腸
だんちょう

の思い」

ウ
「断腸

だんちょう

の思い」は「はらわたがちぎれるほどの、悲しくいたましい思い」という意味です。『世説新語』にある、

子猿
こざる

を奪
うば

われた母猿
ははざる

が死んで、その腸
ちょう

が細かく断ち切れていたという話が出典です。

(6) 「登竜門
とうりゅうもん

」

イ
「登竜門

とうりゅうもん

」は「そこを突破
とっぱ

すれば出世につながる、 難
むずか

しい関門のたとえ」という意味です。『後漢書』の李膺伝
りようでん

に出てくる、黄河の急流「竜門
りゅうもん

」を登りきった鯉
こい

は竜
りゅう

になるという言い伝えにちなんだ話から生まれました。

(7) 「烏合
うごう

の衆
しゅう

」

イ
「烏合

うごう

の衆
しゅう

」は「規律
きりつ

も統一もなく、ただ寄り集まっているだけの人々のたとえ」という意味です。『後漢書』に

見られる、カラスの群れにたとえた表現から生まれたことばです。

おうちの方へ
丸つけ: 記号が合っていれば○です。1問ずつ、解説を声に出して読ませてから次へ進むと、意味が頭に残り

ます。

声かけ: まちがえたときは「どれと迷った？」と聞いてみてください。漢字の字づらから意味を想像して選んで

いないか分かります。

つづき: 意味ともとになった話は、いちごドリルの「故事成語一覧」でも調べられます。②〜⑤では、同じ語を

書いたり、もとの話から選んだりします。


